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第 577 号

業
界
の
地
位
向
上
目
指
す

９
月
度
理
事
会
報
告

2021 年７月世界文化遺産に登録された三内丸山遺跡。
2020 年 10月撮影。

【
そ
の
他
】

９
月
８
日
（
火
）
午
後
７

時
よ
り
、
東
資
協
会
議
室
と

リ
モ
ー
ト
に
よ
り
９
月
度
の

理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

【
松
本
理
事
長
挨
拶
】

み
な
さ
ん
こ
ん
ば
ん
は
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
閉
会
式
迄
終
わ
り

ま
し
た
。
オ
リ
パ
ラ
で
の
資

源
回
収
業
務
で
す
が
、事
故
・

け
が
も
な
く
や
り
終
え
た
こ

と
を
皆
様
に
感
謝
を
し
て
お

り
ま
す
。
都
議
会
で
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
で
も
話
が
出
ま
し
た

が
、
実
施
し
た
こ
と
で
終
わ

る
の
で
は
な
く
こ
れ
を
レ
ガ

シ
ー
と
し
て
発
信
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
我
々
は
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
社
会
的
位
置
づ
け

は
ま
だ
ま
だ
認
識
さ
れ
て
い

な
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
回
の
事
業
の
よ
う
な

プ
ラ
ス
の
ア
ピ
ー
ル
が
で
き

る
よ
う
な
事
を
ど
ん
ど
ん
出

し
て
我
々
資
源
回
収
業
者
の

地
位
向
上
を
目
指
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

▽
支
部
報
告

・
５
支
部
か
ら
の
報
告
が
あ
り
、
東
多
摩
支
部
の
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
へ
の
地

【
総
務
委
員
会
】

域
プ
レ
ミ
ア
ム
応
援
券
支
給

の
説
明
が
あ
っ
た
。

▽
令
和
４
年
度
都
議
会
要
望

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
件

・
９
月
２
日（
木
）
公
明
党
、

自
民
党
、な
お
、都
民
フ
ァ
ー

ス
ト
と
は
日
程
調
整
が
つ
か

ず
要
望
書
の
提
出
を
行
っ

た
。

▽
令
和
４
年
度

国
家
予

算
・
税
制
改
正
等
要
望
聴
取

会
の
件

・
要
望
書
（
案
）
を
審
議
、

意
見
を
加
味
し
て
修
正
す

る
。
な
お
、
聴
取
会
の
日
程

は
未
定
。

▽
東
資
協
ガ
ソ
リ
ン
価
格

・
東
資
協
カ
ー
ド
（
９
月

１
日
～
15
日
）
ハ
イ
オ
ク

１
６
１
・
59
円

レ
ギ
ュ

ラ
ー
１
５
０
・
59
円

軽

油
１
２
２
・
74
円

灯
油

１
０
０
・
32
円

【
財
務
委
員
会
】

【
業
務
委
員
会
】

▽
厚
生
事
業
収
入
の
件

・
今
月
よ
り
東
商
リ
ー
グ
事

業
収
入
が
算
入
さ
れ
た
。

▽
地
下
受
水
槽
交
換
工
事
の

件・
40
年
を
経
過
し
受
水
槽
を

設
置
し
て
い
る
架
台
が
腐
食
、

【
広
報
委
員
会
】

【
青
年
部
】

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
の
た
め
の
事
務

局
対
応
の
件

・
勤
務
時
間
を
10
：
00
～

16
：
00
／
11
：
00
～
17
：
00

の
体
制
と
す
る
期
間
を
次
回

理
事
会
開
催
の
10
月
８
日

（
水
）
ま
で
延
長
す
る
。

▽
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

・
８
月
度
該
当
案
件
な
し
。

▽
広
報
委
員
会

・
８
月
24
日
（
火
）
広
報
委

員
会
開
催
し
５
７
７
号
企

画
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
検

討
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン

受
水
槽
が
傾
き
配
管
と
槽
本

体
の
接
続
部
に
亀
裂
が
発
生

し
漏
水
。

・
受
水
槽
に
ラ
イ
ニ
ン
グ
を

施
し
応
急
処
置
を
実
施
。
費

用
：
２
０
９
・
０
０
０
円
。

発
注
先
：
株
式
会
社
豊
栄
美

装・
本
工
事
に
つ
い
て
は
工
事

見
積
を
行
う
。

ネ
ル
活
用
検
討
等
を
議
論
。

・
オ
リ
パ
ラ
委
託
業
務
に
つ

い
て
は
記
録
冊
子
の
制
作
考

え
て
い
る
。
参
加
組
合
員
よ

り
感
想
、
写
真
を
募
集
す
る

の
で
協
力
し
て
欲
し
い
。

▽
古
紙
対
策
部
会

・
状
況
は
変
わ
ら
ず
。
夏
休

み
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
言
っ

た
特
需
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ

て
無
く
、
全
般
的
に
古
紙
が

集
ま
ら
ず
不
足
し
て
い
る
。

海
外
市
況
の
先
行
き
が
誰
に

も
読
め
ず
、
多
く
の
問
屋
が

国
内
メ
ー
カ
ー
優
先
に
納
入

し
て
お
り
、
余
力
が
あ
る
と

こ
ろ
は
輸
出
に
回
し
て
い

る
。
一
部
の
輸
出
専
門
の
問

屋
が
異
常
な
高
値
で
買
っ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
市
況
は
動

い
て
い
な
い
。（
８
月
22
日
）

・
古
紙
３
品
目
発
生
量
／
前

年
同
期
比
で
新
聞
95
．６
％
、

雑
誌
96
．
５
％
、
段
ボ
ー
ル

98
．
７
％
。

・
９
月
発
表

東
資
協
標
準

価
格

新
聞
：
６
～
７
円
、

雑
誌
：
２
～
３
円
、
段
ボ
ー

ル
：
４
～
７
円
、
ア
ル
ミ
缶

バ
ラ
：
70
～
１
２
０
円
（
す

べ
て
据
置
）

▽
古
紙
輸
出
部
会

・
株
式
会
社
東
方
物
産
で
実

施　
　

▽
鉄
・
非
鉄
部
会

・
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
／
夏
枯
れ

で
発
生
が
減
っ
た
も
の
の
生

産
も
減
少
し
原
料
値
は
安

定
。	

	

・
銅
ス
ク
ラ
ッ
プ
／
８
月
後

半
に
急
落
も
少
し
持
ち
直

す
。
い
ま
だ
高
水
準
。

・
ア
ル
ミ
ス
ク
ラ
ッ
プ
／
強

含
み
も
上
値
が
重
く
慎
重
。

・
そ
の
他
／
ス
テ
ン
レ
ス
・

非
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
「
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」「
脱

炭
素
」
に
重
要
と
再
注
目
。

▽
そ
の
他
：
コ
ロ
ナ
自
宅
療

養
者
の
廃
棄
資
源
物
の
扱
い

に
つ
い
て

・
自
宅
療
養
者
の
古
紙
等
の

排
出
方
法
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

▽
活
動
報
告

・
青
年
部
で
テ
キ
ス
ト
を
配

布
し
エ
コ
検
定
を
受
験
。
７

名
が
合
格
。
今
後
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
勉
強
会
な
ど
に
つ
な
げ
て

い
く
。

・
８
月
19
日
（
木
）
18
：

30
～
青
年
部
会
・
リ
モ
ー
ト

納
涼
会
開
催
。

▽
活
動
予
定

・
９
月
16
日
（
木
）
18
：

30
～
青
年
部
会
リ
モ
ー
ト
に

て
開
催
。

・
都
議
会
予
算
要
望
、
国

家
予
算
要
望
ヒ
ア
リ
ン
グ
の

場
に
青
年
部
も
参
加
経
験
を

行
う
と
良
い
と
の
ア
ド
バ
イ

ス
が
あ
っ
た
。

▽
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
託
業
務
の
件

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
も
終
わ
り
、
今
後

は
限
ら
れ
た
メ
ン
バ
ー
で
の

収
集
を
行
う
。

・
ビ
ン
・
缶
の
扱
い
に
つ
い

て
は
組
織
委
員
会
と
折
衝

中
。
次
回
理
事
会
で
報
告
す

る
。

は
環
境
省
か
ら
出
て
い
る

が
、
広
く
住
民
に
徹
底
し
て

い
る
と
は
言
え
な
い
。
区
市

町
村
の
清
掃
担
当
部
署
へ
あ

ら
た
め
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

周
知
徹
底
を
依
頼
す
る
。
担

当
、
広
報
委
員
会
。

オリンピックパラリンピック大会の資源回収に

関する記事は３面～５面に掲載されています。

※
名
刺
広
告
は
４
面
、
５

面
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。



　
　

２０２１年（令和 3 年）１０月２２日 ( 金 )（ 2 ）第５７７号

９
月
２
日(

木)

に
自
民

党
、
公
明
党
、
立
憲
民
主
党

の
各
党
に
よ
る
令
和
４
年
度

令和４年度東京都予算等に対する要望書　

１、資源リサイクルの安定化について
価格相場や国際状況に左右されない安定的な資源循環政策の確立の必要がある。

　古紙や古布、鉄・非鉄等の缶やビンなど多種多様な資源物の再利用を含めた資源循環は、全世界にわたる国際的な流通により成り立って
います。しかし、コロナ禍における各国への往来制限により、国内外の資源流通は乱高下を繰り返す状態であり、さらにはコロナ後に向け
た生活様式の変化により、資源物の循環は不安定感を増すばかりであり、出口は見えない状況が続いております。

発生減少傾向にある古紙については、相場にあわせて活発化する持ち去り問題、発生増加傾向のある古布については、海外輸入先の状況に
より、価格暴落後の価格のまま低水準が続く現状です。
　安定的な持続的な資源循環型社会構築・維持のため、今後も起こりうる緊急事態時における健全で安定した資源循環確保に対し、助成や
援助を含めた政策の検討を要望いたします。

２、集団回収に対する助成等について

集団回収業者に対する支援の拡充の必要がある。

　都内各地域の集団回収事業は地域住民のコミュニティ確保の場であるとともに、資源リサイクルを通した、ＳＤＧｓ「持続可能な開発目
標」の最初の入り口です。
　当組合は令和２年初頭に集団回収事業継続の非常事態宣言を発令し、多くの区市町村に対し、集団回収事業における回収業者への支援金
（集荷量に応じた補助制度）制度新設や支援金の増額をお願いしているところですが、未だ都内全域の実現には至っておらず、各回収業者
の地域間格差が発生している状態も見受けられます。
　また、「市区町村との連携による地域環境力活性化事業」についても現状では活用しづらいいため、同制度をより活用しやすいように調
整いただくとともに、集団回収の支援拡大を各自治体に要請していただきたい。

３、資源回収業者に対する支援と育成について

感染予防対策支援の確立の必要がある。

　資源回収業務は「生活の維持には不可欠なエッセンシャルワーク」あり、コロナ禍の緊急事態においても、流通の停滞下や流通価格の低
迷下の中で、日々休むことなく、罹患の危機と向かい合いながら回収業務を続けております。しかし、先日も区清掃行政職員の罹患に伴い、
約半月の間、区内の不燃物回収を取りやめるという事例も発生いたしましたが、大多数の資源回収業者は安定的な雇用体制を確保し、利益
を得られる状況には程遠い状態も多く、責任感の中、日々の業務をこなしながらも、家族の安全に不安を抱えつつ、増え続ける負担増は事
業存続に関わる重大な状態をまねき、業務の撤退・廃業を余儀なくされる業者も見うけられる程に危機的な状況が続いております。
　資源回収業務を安心して維持出来るように、ワクチン接種等やマスク・消毒液等の供給体制を含め、都行政として、区市町村行政とは別
に回収業者に対する助成等の支援をお願いいたします。

４、東京都資源回収事業協同組合の活用について　

都の公共施設等における資源回収業務への当組合を活用されたい。

　当組合は都内全域２００弱の資源回収事業者からなる組合であり、都内全域で各行政や地域住民とともに資源回収システムを構築・運用
しているところであり、東京産業労働局より「ｒｅｃｙｃｌｅ＆ＴＯＫＹＯ」の許諾いただいている唯一の団体であります。
　東京都の資源回収は分別回収を基本としたリサイクルシステムであり、排出者・回収業者それぞれが経済的合理性や利便性のみにとらわ
れず、互いに協力し合い成り立っております。江戸時代から続くリサイクルの心を具現化したものであり、２０２０ＴＯＫＹＯオリンピッ
ク・パラリンピックの各施設においても、資源回収に対する都の姿勢を示すべく、資源回収事業に参加させていただきました。
　今や世界基準となっているＳＤＧｓ「持続可能な開発目標」の「つくる責任つかう責任」に対する東京都の姿勢と取組みはさらに重要とな
ります。
　当組合が実務だけでなく事務的な窓口も担いますので是非ともご活用下さい。

東
京
都
予
算
要
望
ヒ
ア
リ
ン

グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
健
全
で
安
定
し
た

資
源
循
環
確
保
に
対
し
、
助

成
や
援
助
を
含
め
た
政
策
の

検
討
を
要
望
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
会
場
に

お
け
る
資
源
物
の
分
別
回
収

に
東
京
都
資
源
回
収
事
業
協

同
組
合
が
実
施
し
た
こ
と
を

報
告
し
、
引
き
続
き
都
の
公

共
施
設
等
に
お
け
る
資
源
回

収
業
務
へ
の
当
組
合
の
活
用

を
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

※
要
望
書
を
別
掲
い
た
し
ま

す
。

資
源
循
環
政
策
の
確
立

東
京
都
予
算
等
に
対
す
る
要
望
書



　
　

（ 3 ）２０２１年（令和 3 年）１０月２２日 ( 金 ) 第５７７号

古着受け入れます。

オリパラ資源回収業務　（株式会社ケイシン提供）

オ
リ
パ
ラ
回
収
に
意
義

８
月
度
理
事
会
報
告
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

【
松
本
理
事
長
挨
拶
】

み
な
さ
ん
こ
ん
ば
ん
は
。

現
在
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
資
源
回
収
の

ま
っ
た
だ
中
で
す
が
、
今
回

の
事
業
は
鰐
渕
副
理
事
長
が

組
織
委
員
会
と
の
折
衝
を

や
っ
て
い
た
だ
き
、
組
合
員

が
協
力
し
て
取
り
組
ん
だ
東

資
協
と
し
て
と
て
も
意
義
の

あ
る
事
業
に
な
っ
て
い
る
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん

と
協
力
し
て
一
つ
の
仕
事
を

行
う
事
は
今
ま
で
そ
の
よ
う

な
機
会
が
な
か
っ
た
だ
け

に
、
こ
の
事
業
は
、
こ
の
先

組
合
事
業
を
進
め
て
い
く
う

え
で
と
て
も
良
い
経
験
に

な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

都
へ
の
来
年
度
の
予
算
要
望

も
始
ま
り
ま
す
け
れ
ど
、
こ

う
い
っ
た
活
動
を
良
い
材
料

と
し
て
来
年
度
以
降
の
組
合

事
業
を
プ
ッ
シ
ュ
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
、
オ
リ
パ
ラ
の
資

源
回
収
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
こ
の
暑
い
中
、
体
に
気

を
付
け
て
仕
事
を
し
て
頂
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

【
総
務
委
員
会
】

▽
古
紙
持
ち
去
り
禁
止
に

係
る
法
律
案
（
骨
子
案
）
に

対
す
る
意
見
募
集
の
件

・
組
合
員
へ
の
意
見
聴
取

結
果
の
ま
と
め
が
紺
野
広
報

委
員
長
よ
り
紹
介
さ
れ
た
。

【
財
務
委
員
会
】

▽
交
通
費
・
食
事
代
支
給

の
件・

支
給
範
囲
の
具
体
例
が

提
示
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。
財

務
委
員
長
・
事
務
局
に
て
４

月
に
さ
か
の
ぼ
り
運
用
を
開

始
す
る
。

【
広
報
委
員
会
】

▽
東
資
協
Ｈ
Ｐ

組
合
員

ペ
ー
ジ
活
用
方
策
の
件

・
５
７
６
号
の
中
に
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
掲
載
し
、
組
合
員

ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
容

易
に
し
た
、
是
非
使
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

【
業
務
委
員
会

】

▽
古
紙
対
策
部
会

・
今
年
の
梅
雨
は
晴
れ
間

も
な
く
降
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
非
常
に
品
物
の
集
ま
り

が
悪
い
。
問
屋
、
メ
ー
カ
ー

共
に
品
物
が
集
ま
っ
て
い
な

い
状
況
。
段
ボ
ー
ル
の
輸
出

価
格
が
上
が
っ
た
こ
と
か

ら
、
国
内
メ
ー
カ
ー
は
逆
プ

レ
ミ
ア
を
な
く
し
た
と
こ
ろ

も
多
く
、
ほ
ぼ
建
値
ま
で

戻
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
買

値
を
上
げ
た
問
屋
も
多
い
。

新
聞
、
雑
誌
も
集
ま
っ
て
は

い
な
い
よ
う
だ
が
価
格
が
上

が
る
と
こ
ろ
ま
で
は
き
て
い

な
い
。（
７
月
25
日
）

交
通
規
制
が
敷
か
れ
る
中
で

の
日
中
の
回
収
作
業
、
本
当

に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

９
月
24
日
に
は
、
公
益
財

団
法
人
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
組
織
委
員
会
よ
り
、
総

務
局
次
長
の
森
浩
志
様
と
、

清
掃
・
廃
棄
物
部
清
掃
・

廃
棄
物
課
会
場
チ
ー
ム
係

長

岩
崎

貴
信
様
に
東
資

協
本
部
に
直
接
お
越
し
頂

き
、
松
本
理
事
長
、
鰐
渕
副

理
事
長
、
福
田
業
務
委
員
長

と
面
会
し
、
組
合
及
び
組
合

員
の
皆
様
に
対
し
、
オ
リ
パ

ラ
に
お
け
る
資
源
回
収
業
務

へ
の
協
力
に
対
す
る
御
礼
の

言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

東
資
協
で
は
、
今
後
の
国

や
東
京
都
関
連
の
業
務
委
託

に
関
す
る
予
算
要
望
を
都
や

国
に
対
し
て
行
う
と
と
も

に
、
今
回
参
加
さ
れ
た
皆
様

の
声
や
写
真
を
東
京
資
源
界

報
や
報
告
書
と
し
て
記
録
に

残
し
、
こ
の
度
の
委
託
事
業

去
る
７
月
の
東
京
都
議
会

議
員
選
挙
に
て
、
当
組
合
顧

問
の
方
々
が
全
員
当
選
さ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
当
組

合
並
び
に
回
収
業
界
の
発
展

の
た
め
に
お
力
添
え
を
賜
り

た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

東
京
都
議
会
自
由
民
主
党

（
南
多
摩
）　　

小
磯

明

東
京
都
議
会
公
明
党
（
練
馬

区
）　　

小
林

健
二

東
京
都
議
会
自
由
民
主
党

（
世
田
谷
区
）
小
松

大
祐

組
合
顧
問
は
全
員
当
選

７
月

東
京
都
議
会
選
挙
報
告

９
月
５
日
に
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

大
会
が
閉
会
式
を
迎
え
、
大

会
期
間
中
の
資
源
物
の
再
資

源
化
委
託
事
業
も
無
事
に
完

了
い
た
し
ま
し
た
。
契
約
は

９
月
30
日
ま
で
と
い
う
こ
と

で
、
こ
の
記
事
を
書
い
て
い

る
時
点
で
は
、
閉
会
後
の
撤

収
に
伴
う
排
出
分
の
回
収
が

ま
だ
一
部
残
っ
て
お
り
ま
す

が
、
と
り
あ
え
ず
大
き
な
事

故
や
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
事
業

が
遂
行
出
来
ま
し
た
。
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
24
社
68

名
の
組
合
員
、
従
業
員
の
皆

様
に
は
、
深
夜
早
朝
の
回
収

で
あ
っ
た
り
、
周
辺
道
路
に

『
資
源
化
業
務
』無
事
に
完
了

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
０
オ
リ
・
パ
ラ

組合事務所を訪れた東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会
森 浩志総務局次長（左から２人目）と、岩崎会場チーム係長（右から１人目）、

松本理事長（中央）、鰐渕副理事長（左から1人目）、福田業務委員長（右から２人目）

の
実
績
を
東
資
協
の
レ
ガ
シ

ー
と
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

以
下
、
参
加
し
て
頂
い
た

組
合
員
の
皆
様
、
実
際
に
回

収
に
行
か
れ
た
従
業
員
の
皆

様
の
報
告
や
感
想
、
写
真
を

掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
な

お
、
今
号
に
掲
載
し
き
れ
な

い
分
は
、
次
号
以
降
に
も
引

き
続
き
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
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オ
リ
・
パ
ラ
大
会
の
資
源
回
収
感
想

北
・
豊
島
支
部

仲
條
嘉
高

東
資
協
の
皆
様
、
い
つ
も

大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
北
・
豊
島
支
部
の
仲

條
で
す
。
４
年
に
一
度
の
、

そ
し
て
た
ぶ
ん
自
分
が
生
き

て
い
る
う
ち
に
は
開
催
さ
れ

な
い
で
あ
ろ
う
東
京
で
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
大
会
の
資
源
回
収
に
携

わ
れ
た
こ
と
を
と
て
も
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
会
場
の
回
収

に
は
10
日
間
ほ
ど
行
き
ま
し

た
が
、
そ
の
中
で
も
東
資
協

の
組
合
員
さ
ん
と
同
乗
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
回
収
し
た
こ

と
が
特
に
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
の
で
、
報
告
さ
せ
て
も

ら
い
ま
す
。

私
は
個
人
で
回
収
業
を
営

ん
で
い
ま
す
の
で
、
最
初
に

こ
の
話
が
あ
っ
た
時
に
は
、

一
人
で
行
け
ば
い
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
い
ざ
回
収

業
務
が
始
ま
っ
て
み
る
と
奥

の
置
き
場
か
ら
運
び
出
し
が

あ
る
と
か
、
分
別
が
大
変
だ

と
か
い
う
話
が
出
て
き
て
、

な
る
べ
く
二
人
以
上
で
行
っ

た
ほ
う
が
良
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
せ
っ
か
く

な
ら
東
資
協
の
方
と
行
け
な

い
か
と
思
い
、
青
年
部
で
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
中
野
支

部
の
（
有
）
平
松
商
店
の
平

松
さ
ん
に
お
願
い
し
て
パ
ッ

カ
ー
車
ま
で
出
し
て
い
た
だ

き
、
一
緒
に
行
っ
て
も
ら
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
自
社
の
仕
事
が
片

付
い
て
か
ら
（
有
）
平
松
商

店
に
向
か
い
、
用
意
さ
れ
て

い
た
パ
ッ
カ
ー
車
に
乗
り
込

ん
で
選
手
村
に
向
か
い
ま
し

た
。
道
中
の
車
内
で
は
、
青

年
部
の
話
や
自
社
の
仕
事
の

悩
み
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
で
な

か
な
か
会
っ
て
話
せ
な
い
こ

と
を
話
す
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
新
鮮
で
し
た
。
も
ち
ろ

ん
窓
は
全
開
で
換
気
を
き
ち

ん
と
し
た
う
え
で
、
し
っ
か

り
マ
ス
ク
を
着
用
の
上
で
会

話
し
て
い
ま
し
た
よ
。
自
社

か
ら
行
っ
た
ほ
う
が
近
い
な

と
思
い
な
が
ら
も
話
を
し
て

い
る
と
あ
っ
と
い
う
間
に
到

着
し
ま
し
た
。
入
口
で
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
を
受

け
て
か
ら
、
選
手
村
に
入
場

し
ま
し
た
。
行
く
前
の
想
像

で
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

の
よ
う
に
地
下
通
路
を
進

み
、
選
手
や
関
係
者
の
目
に

触
れ
る
こ
と
な
く
回
収
作
業

を
す
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
選
手
が
行
き
か
う
な
か

を
パ
ッ
カ
ー
車
や
二
ト
ン
車

が
走
行
し
て
い
き
、
裏
方
の

仕
事
で
は
な
く
な
っ
た
の
か

と
勘
違
い
し
そ
う
に
な
り
ま

し
た
。
選
手
村
内
を
回
収
車

が
た
く
さ
ん
走
る
こ
と
で
世

界
中
に
分
別
回
収
を
ア
ピ
ー

早
朝
２
時
50
分
。
家
族
が

起
き
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、

携
帯
電
話
の
タ
イ
マ
ー
よ
り

少
し
だ
け
早
く
目
を
覚
ま

し
、
家
を
出
る
。
暗
闇
の
中

車
両
点
検
を
行
い
、
指
定
さ

れ
た
装
備
を
確
認
し
会
社
を

後
に
す
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策

の
た
め
、
都
心
に
出
る
こ
と

は
久
し
ぶ
り
。
意
外
に
道
を

覚
え
て
い
る
も
の
だ
な
、
そ

ル
で
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
特
に
段
ボ
ー
ル

を
山
ほ
ど
積
ん
だ
二
ト
ン
車

は
、
注
目
の
的
で
し
た
。
ま

た
、
通
行
し
て
い
る
選
手
た

ち
も
手
を
振
っ
て
く
れ
た
り

し
て
温
か
い
気
持
ち
に
な

り
、
楽
し
く
仕
事
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日
は

選
手
宿
泊
棟
な
ど
を
回
っ
て

回
収
作
業
を
し
ま
し
た
が
、

他
区
や
他
地
域
の
方
と
一
緒

に
仕
事
を
す
る
こ
と
も
な
か

な
か
な
い
の
で
、
分
別
の
様

子
や
積
み
込
み
方
な
ど
を
見

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
と
て
も

刺
激
を
う
け
ま
し
た
。
鰐
渕

副
理
事
長
と
連
絡
を
取
り
、

後
の
時
間
に
入
る
車
の
こ
と

な
ど
を
踏
ま
え
て
指
示
を
出

し
て
い
た
だ
き
、
無
事
に
回

収
を
終
え
ま
し
た
。
東
資
協

の
組
合
で
仕
事
を
や
っ
て
い

る
感
じ
が
あ
っ
て
、
ま
さ
に

事
業
協
同
組
合
に
ふ
さ
わ
し

い
仕
事
が
出
来
て
い
た
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
を
ま
と
め
て

い
た
鰐
渕
副
理
事
長
は
相
当

大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
す
。

せ
っ
か
く
な
の
で
帰
り
に

食
事
で
も
と
思
い
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
お
店
も
早

く
閉
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す

し
、
こ
ん
な
時
期
な
の
で
二

人
で
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
お
高

い
お
寿
司
を
買
っ
て
、
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。
帰
り
の
車

内
は
気
が
抜
け
た
の
か
、
少

し
く
だ
け
た
話
を
し
な
が
ら

久
し
ぶ
り
に
楽
し
い
ひ
と
時

が
過
ご
せ
ま
し
た
。

地
球
に
貢
献
す
る
仕
事

株
式
会
社
ケ
イ
シ
ン

水
野
敬
一

ん
な
風
に
考
え
な
が
ら
運
転

し
て
い
る
と
、
早
朝
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
あ
っ
と
い

う
間
に
新
国
立
競
技
場
（
以

下
、
競
技
場
）
に
到
着
。
本

来
な
ら
ば
、
入
場
口
と
な
る

は
ず
だ
っ
た
外
苑
通
り
沿
い

の
場
所
は
封
鎖
さ
れ
て
お

り
、
叶
わ
な
か
っ
た
本
来
の

オ
リ
パ
ラ
の
姿
を
夢
想
し
て

少
し
だ
け
残
念
な
気
持
ち
に

な
る
。
競
技
場
に
入
場
す
る

際
、
二
重
の
ゲ
ー
ト
を
く
ぐ

る
と
、
自
衛
隊
員
に
、
持
ち

物
と
車
両
検
査
を
さ
れ
入
場

が
許
可
さ
れ
た
。
競
技
場
の

客
席
の
下
は
車
両
が
通
れ
る

通
路
と
な
っ
て
い
る
。
壁
や

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
、
選
手

や
ス
タ
ッ
フ
が
書
い
た
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
、
様
々
な

言
語
で
書
か
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
見
つ
け
た
。
半
周
し
た

あ
た
り
に
、
資
源
物
が
集
積

さ
れ
て
い
る
場
所
が
あ
っ

た
。
元
体
操
選
手
だ
っ
た
我

が
社
の
回
収
作
業
員
は
、
こ

の
段
階
で
オ
リ
パ
ラ
の
雰
囲

気
に
あ
て
ら
れ
興
奮
を
隠
せ

な
く
な
っ
て
い
た
。
コ
ン
ビ

ニ
で
買
っ
て
あ
げ
た
オ
リ
パ

ラ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
颯
爽
と
着

替
え
、
こ
ん
な
に
楽
し
そ
う

に
段
ボ
ー
ル
を
パ
ッ
カ
ー
車

に
巻
く
人
見
た
こ
と
あ
り
ま

す
？
と
聞
き
た
く
な
る
ほ
ど

嬉
し
そ
う
に
仕
事
を
し
て
い

る
姿
が
見
ら
れ
た
だ
け
で
、

こ
の
事
業
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
け
た
こ
と
に
感
謝
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
な
と
思
い

ま
し
た
。
３
ヶ
所
の
集
積
所

で
、
パ
ッ
カ
ー
車
が
う
な
り

を
上
げ
る
ほ
ど
段
ボ
ー
ル
を

回
収
し
業
務
完
了
。

資
源
物
の
回
収
の
仕
事
は
何

で
必
要
？
エ
コ
だ
か
ら
、
環

境
負
荷
軽
減
の
た
め
、
ご
み

減
量
た
め
、
た
く
さ
ん
の
意

義
を
見
聞
き
し
、
私
も
公
の

場
で
口
に
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
業
務
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
ま
で
、
本
当

の
意
味
で
理
解
も
実
感
も
無

か
っ
た
と
痛
感
し
ま
し
た
。

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

「
Ｂ
ｅ

ｂ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
，

ｔ
ｏ
ｇ
ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
／
よ
り

良
い
未
来
へ
、
と
も
に
進
も

う
」
と
い
う
、
持
続
可
能
性

を
意
識
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
我
々

が
目
指
す
持
続
可
能
な
資
源

循
環
型
社
会
形
成
に
マ
ッ
チ

し
て
い
た
大
会
で
し
た
。
世

界
中
の
選
手
の
た
め
に
働
け

た
こ
と
で
、
世
界
の
人
々
の

顔
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
、

環
境
負
荷
軽
減
に
役
立
っ
て

い
る
と
い
う
、
誇
り
に
も
似

た
感
情
が
芽
生
え
、
自
身
の

仕
事
に
改
め
て
自
信
を
持
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加

し
た
社
員
も
同
じ
気
持
ち
に

な
っ
た
と
言
っ
て
も
ら
え
た

こ
と
は
、
会
社
の
財
産
に
な

り
ま
し
た
。同
じ
言
葉
で
も
、

も
う
重
み
が
違
い
ま
す
。
今

ま
で
以
上
に
強
く
は
っ
き
り

胸
を
張
っ
て
言
え
ま
す
「
私

は
再
生
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル

を
通
じ
て
、
地
球
に
貢
献
す

る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
！
」

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
０
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
と
い
う
、
一
生

に
一
度
し
か
巡
っ
て
こ
な
い

よ
う
な
レ
ガ
シ
ー
と
な
る
一

大
イ
ベ
ン
ト
に
、
裏
方
と
は

言
え
少
し
で
も
携
わ
る
こ
と

が
出
来
、
孫
や
子
供
に
も
自

慢
出
来
る
し
、
最
高
の
冥
土

の
土
産
が
出
来
ま
し
た
。
松

オ
リ
パ
ラ
資
源
回
収
に
参
加
し
て

豊
商
産
業
有
限
会
社

平
井
禎
一

本
理
事
長
始
め
、
東
資
協
執

行
部
の
皆
様
、
こ
の
事
業
に

携
わ
っ
て
頂
い
た
組
合
員
の

皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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何
か
わ
か
ら
な
い
な
り
に
必

死
に
参
加
し
な
け
れ
ば
と
自

分
を
追
い
詰
め
て
い
た
の
で

す
。
仕
事
を
場
合
に
よ
っ
て

は
途
中
で
切
り
上
げ
、
休
日

返
上
で
活
動
す
る
か
ら
に
は

ど
う
し
て
も
何
か
し
ら
の
結

果
が
欲
し
か
っ
た
の
で
す
。

言
い
た
い
放
題
や
り
た
い
放

題
の
限
り
を
続
け
、
気
が
付

け
ば
青
年
部
活
動
を
続
け
て

10
年
以
上
が
た
っ
て
い
ま
し

た
。
色
々
な
方
々
の
ご
厚
意

に
よ
り
た
く
さ
ん
の
チ
ャ
ン

ス
を
い
た
だ
き
、
東
資
協
青

年
部
、
日
・
関
資
連
青
年
部

で
色
々
な
役
職
を
与
え
て
い

た
だ
き
、
全
国
を
飛
び
回
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
知

識
や
経
験
を
積
ま
せ
て
い
た

だ
い
た
だ
け
で
な
く
、
全
国

に
仲
間
が
で
き
ま
し
た
。
財

産
で
す
よ
、
こ
れ
は
。
本
当

に
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

気
が
付
く
と
後
輩
が
増
え

て
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

り
、
僕
が
経
験
で
き
た
こ
と

を
追
体
験
さ
せ
て
あ
げ
る
こ

と
は
難
し
い
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
や
動
画
配
信
と

い
っ
た
今
ま
で
に
な
い
も
の

が
台
頭
し
て
き
ま
し
た
。
そ

う
い
っ
た
も
の
を
活
用
、
流

布
し
て
い
く
の
も
青
年
部
の

役
目
で
す
。
青
年
部
員
と
し

て
活
動
で
き
る
時
間
は
残
り

６
年
間
。
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
の
よ
う
に
後
進
の
手
を

引
き
、
時
に
は
背
中
を
押
し

な
が
ら
良
き
先
輩
に
な
れ
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
し
ま
っ
た
方
々
、

今
ま
で
本
当
に
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
温
か
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
た

方
々
は
そ
の
ま
ま
に
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

い
つ
か
は
語
ろ
う
と
思
い

つ
つ
、
語
る
に
は
重
い
と
い

う
か
反
響
来
て
も
し
ん
ど
い

し
、
誰
か
に
言
わ
れ
る
ま
で

心
の
奥
底
に
隠
し
て
お
こ
う

か
な
と
思
っ
て
い
た
テ
ー
マ

が
あ
り
ま
す
。
公
式
な
文
章

で
は
な
い
コ
ラ
ム
な
ら
ば
、

ま
あ
語
っ
て
し
ま
っ
て
も
い

い
か
な
？
そ
ん
な
感
じ
で
書

い
て
み
ま
し
ょ
う
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
反
省
文
に
も
似
た

「
青
年
部
活
動
を
振
り
返
っ

て
」
で
す
。

「
一
旦
、
青
年
部
活
動
の

休
止
を
検
討
し
て
み
な
い

か
？
」
そ
ん
な
議
案
か
ら
、

僕
の
東
資
協
青
年
部
活
動
は

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
青
年

部
員
だ
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
理

事
へ
の
昇
格
に
よ
り
部
員
の

減
少
が
原
因
で
組
織
の
体
制

が
保
て
な
い
状
態
だ
っ
た
の

で
す
。
せ
っ
か
く
参
加
を
決

め
た
の
に
活
動
の
場
が
無
く

な
る
！
と
ド
キ
ド
キ
し
た
の

は
良
い
思
い
出
で
す
。
そ
の

後
、
各
支
部
を
回
る
移
動
部

会
の
開
催
や
若
い
世
代
の
掘

り
起
こ
し
が
功
を
奏
し
、
参

＝フリーコラム＝

青年部活動を振り返って
水野　敬一

加
メ
ン
バ
ー
が
増
え
、
組
織

の
体
系
化
が
進
み
、
勉
強
会

の
開
催
、
日
・
関
資
連
青
年

部
へ
の
参
加
、
外
部
団
体
と

の
交
流
等
と
い
っ
た
活
動
を

経
て
、
現
在
の
東
資
協
青
年

部
の
か
た
ち
に
な
っ
て
ゆ
き

ま
し
た
。

当
時
の
僕
は
と
い
う
と
、

世
間
知
ら
ず
身
の
程
知
ら

ず
。
理
事
の
皆
様
・
先
輩
方

の
「
青
年
部
は
失
敗
す
る
権

利
が
あ
る
し
、
挑
戦
す
る
義

務
が
あ
る
」
の
言
葉
を
真
に

受
け
て
、
部
会
で
は
時
間
が

押
し
て
も
意
見
を
し
ゃ
べ
り

続
け
る
、
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

す
れ
ば
ず
け
ず
け
と
質
問
す

る
、
意
見
交
換
会
に
参
加
す

れ
ば
持
論
を
ぶ
つ
け
て
ひ
か

な
い
と
い
っ
た
傍
若
無
人
・

無
作
法
・
無
遠
慮
。
目
に
余

る
も
の
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
メ
ン
ド
ク
サ

イ
や
つ
。
自
己
弁
護
が
許
さ

れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
自
身
で

起
業
し
自
分
の
意
志
で
組
合

に
加
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

青
年
部
に
参
加
が
許
さ
れ
た

の
だ
か
ら
、
で
き
る
こ
と
が

図
ら
ず
も
編
集
後
記

を
承
り
ま
し
た
。
振
り

返
り
ま
す
と
、
約
四
十

年
前
に
業
界
の
皆
様
に

お
世
話
に
な
り
始
め
た

頃
、
関
東
地
区
を
中
心

に
各
組
合
様
の
広
報
紙

発
刊
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
当

時
は
、
組
合
の
総
会
は

じ
め
行
事
、
組
合
事
業

の
多
く
は
、
日
曜
日
に

開
催
さ
れ
て
い
た
と
記

憶
し
て
お
り
ま
す
。
将

来
、
何
年
あ
る
い
は
何

十
年
先
、
２
０
２
１
年

を
振
り
返
っ
た
時
に
東

京
で
開
催
さ
れ
た
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
に
お
い
て

東
京
都
資
源
回
収
事
業

協
同
組
合
が
資
源
の
分

別
収
集
業
務
に
取
り
組

ん
だ
こ
と
は
、
日
本
の

再
生
資
源
業
界
に
と

り
、
輝
か
し
い
歴
史
の

１
ペ
ー
ジ
を
飾
っ
た
こ

と
を
思
い
出
す
こ
と
で

し
ょ
う
。（
太
田
原
）

編
集
後
記

エ
コ
検
定
ク
イ
ズ
①

青
年
部
で
は
、
研
修
活
動

の
一
環
と
し
て
、
東
京
商
工

会
議
所
が
実
施
し
て
い
る
ｅ

ｃ
ｏ
検
定
（
環
境
社
会
検
定

試
験
）
を
受
験
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
リ
モ
ー
ト
受
験

と
い
う
状
況
で
７
名
が
合
格

し
ま
し
た
。
こ
の
成
果
を
忘

れ
な
い
た
め
に
も
、
私
た
ち

が
挑
戦
し
た
エ
コ
検
定
を
ク

イ
ズ
形
式
に
し
て
連
載
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
た

ち
が
携
わ
っ
て
い
る
リ
サ
イ

ク
ル
と
い
う
仕
事
に
密
接
に

か
か
わ
っ
て
い
る
環
境
問
題

に
つ
い
て
、
皆
様
の
知
識
を

試
し
て
み
て
下
さ
い
！

【
問
題
】
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関

す
る
下
の
説
明
文
に
該
当
す

る
も
の
を
下
記
の
語
群
か
ら

選
ん
で
く
だ
さ
い

①

太
陽
光
を
15
～
20
％
の

効
率
で
直
接
電
力
に
変
換
す

る
発
電
シ
ス
テ
ム
。
日
照
に

依
存
す
る
た
め
、気
象
条
件
、

時
間
帯
、
季
節
に
よ
っ
て
発

電
量
が
変
動
す
る
。

②

廃
材
や
木
く
ず
、
生
ご

み
や
家
畜
の
糞
尿
、
サ
ト
ウ

キ
ビ
、
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど

廃
棄
物
を
燃
料
と
す
る
発
電

方
法
。
廃
棄
物
の
再
利
用
や

減
少
に
つ
な
が
り
、
循
環
型

社
会
構
築
に
寄
与
す
る
と
も

い
わ
れ
て
い
る
が
、
資
源
が

広
域
に
分
散
し
て
い
る
た

め
、
高
コ
ス
ト
な
収
集
・
運

搬
・
管
理
が
課
題
。

③

地
下
の
地
熱
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
使
っ
た
発
電
の
為
、
枯

渇
す
る
心
配
が
な
く
、
常
時

蒸
気
を
噴
出
さ
せ
連
続
発
電

が
可
能
。し
か
し
、開
発
期
間

が
長
い
こ
と
や
、
立
地
地
区

が
国
立
公
園
や
温
泉
地
域
と

重
な
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

行
政
や
地
元
関
係
者
と
の
調

整
が
必
要
な
こ
と
が
課
題
。

④

火
力
発
電
、
鉄
鋼
、
セ

メ
ン
ト
生
産
や
紙
パ
ル
プ
産

業
な
ど
の
燃
料
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ロ
シ
ア
、
カ
ナ
ダ
な
ど
か
ら

輸
入
さ
れ
る
。
最
も
低
コ
ス

ト
の
燃
料
と
い
わ
れ
る
が
、

単
位
エ
ネ
ル
ギ
ー
当
た
り
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
や
大
気
汚
染

物
質
の
排
出
量
が
多
い
と
い

う
問
題
が
あ
る
。

⑤

貯
水
池
を
発
電
機
の
あ

る
場
所
の
上
下
に
建
設
し
、

需
要
の
低
い
夜
間
な
ど
に
揚

水
し
た
（
汲
み
上
げ
た
）
水

を
必
要
な
と
き
に
上
か
ら
流

し
て
発
電
す
る
。
備
蓄
施
設

と
し
て
の
利
用
に
期
待
さ
れ

て
い
る
。

【
語
群
】
㋐
原
子
力
発
電

㋑
地
熱
発
電

㋒
石
油

㋓

バ
イ
オ
マ
ス
発
電

㋔
太
陽

光
発
電

㋕
石
炭

㋖
天
然

ガ
ス

㋗
揚
水
発
電

㋘
風

力
発
電

㋙
水
力
発
電

※
正
解
は
、
下
段
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

【
正
解
】
①
―
㋔

　
　
　
　

②
―
㋓

　
　
　
　

③
―
㋑

　
　
　
　

④
―
㋕

　
　
　
　

⑤
―
㋗
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東
資
協
の
組
合
員
は
、
エ

ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

し
て
各
地
で
市
民
生
活
に
欠

か
せ
な
い
古
紙
・
古
着
・
び

ん
・
缶
な
ど
の
資
源
回
収
業

務
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
地
域
の
自
治
体

と
連
携
し
た
優
先
接
種
や
、

地
域
組
合
で
の
職
域
接
種
、

東
京
都
に
よ
る
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
向
け
の
広

域
接
種
な
ど
に
よ
り
、
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
が
進
ん
で
い
ま

す
。資

源
物
は
、
回
収
時
だ
け

で
な
く
選
別
工
程
で
も
回
収

物
に
直
接
触
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
り
ま
せ
ん
。
び
ん
・
缶

は
、
直
接
口
に
つ
け
て
飲
む

こ
と
も
多
く
、
き
ち
ん
と
す

す
い
で
な
か
っ
た
り
、
飲
み

各
地
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
進
む

回
収
現
場
で
感
染
症
対
策
継
続

終
え
て
か
ら
日
が
経
っ
て
い

な
い
場
合
に
は
感
染
の
リ
ス

ク
が
高
ま
り
ま
す
。
古
紙
や

古
着
に
は
、
マ
ス
ク
や
使
用

済
み
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
が

混
入
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
や
は
り
リ
ス
ク
が
あ
り

ま
す
。
毎
日
の
回
収
を
止
め

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の

で
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
分

別
の
徹
底
を
お
願
い
し
、
回

収
員
も
マ
ス
ク
や
ゴ
ム
引
き

の
手
袋
を
し
て
回
収
し
て
い

ま
す
。
万
が
一
の
重
症
化
の

防
止
の
た
め
に
も
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
欠
か
せ
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
多
く
の
組
合
員

が
従
業
員
へ
の
接
種
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

接
種
後
の
副
反
応
が
出
る

ケ
ー
ス
も
報
告
さ
れ
て
お

り
、特
に
２
回
目
接
種
後
は
、

発
熱
や
関
節
通
、
倦
怠
感
な

ど
の
症
状
が
出
る
こ
と
が
あ

り
、
な
る
べ
く
休
み
の
前
の

日
に
接
種
を
進
め
た
り
、
各

人
の
接
種
日
の
間
隔
を
あ
け

て
ず
ら
し
た
り
す
る
な
ど
、

様
々
な
対
応
に
も
追
わ
れ
て

い
る
状
況
で
す
。

組
合
員
の
中
に
も
、
重
症

化
し
て
入
院
し
た
方
、
家
族

や
関
係
者
の
方
が
感
染
し
隔

離
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
、
身

近
な
と
こ
ろ
で
も
こ
う
い
っ

た
話
を
よ
く
聞
く
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
ワ
ク
チ

ン
を
打
っ
た
方
と
言
っ
て
油

断
を
せ
ず
、
引
き
続
き
３
密

の
回
避
、
う
が
い
、
手
洗

い
、
消
毒
、
マ
ス
ク
と
い
っ

た
基
本
的
な
感
染
症
対
策
を

し
な
が
ら
、
回
収
業
務
を
止

め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
頑

張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

築地の大規模接種会場

オ
リ
パ
ラ
に
お
け
る
分
別

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
は
中
止
に

公
益
社
団
法
人
東
京
都
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
協
会
を
通
じ

て
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
の
会
場
周
辺
に

お
け
る
ご
み
の
分
別
に
係
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、『
分
別
ナ

ビ
ゲ
ー
タ
ー
』
の
募
集
が
あ

り
、
組
合
員
の
皆
様
に
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
中
で
、
当

社
も
私
を
含
め
て
３
名
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
し
ま
し

た
。事

前
に
広
域
接
種
会
場
に

お
け
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
Ｗ

ｅ
ｂ
会
議
に
よ
る
事
前
の
説

明
会
を
受
け
、
資
源
回
収
業

務
と
共
に
楽
し
み
に
し
て
い

た
の
で
す
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
も

無
観
客
開
催
が
決
ま
っ
た
こ

と
で
、
会
場
周
辺
の
分
別
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
不
要
に
な
っ

て
し
ま
い
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

大
会
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
と
相
次
い
で
中
止
の
連
絡

が
来
ま
し
た
。
私
自
身
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
が
、

一
緒
に
活
動
予
定
だ
っ
た
若

い
社
員
は
、
妹
さ
ん
か
ら

『
に
ー
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
る
ん
で
し
ょ
ー
！
』
と

期
待
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
し

た
の
で
、
残
念
で
し
た
。

ま
た
、
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業

以
外
の
ス
ニ
ー
カ
ー
は
ブ
ラ

ン
ド
の
マ
ー
ク
を
テ
ー
プ
で

隠
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
、別
の
社
員
は
、

こ
の
た
め
に
ア
シ
ッ
ク
ス
の

ス
ニ
ー
カ
ー
を
事
前
に
購
入

し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
履

く
機
会
が
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

で
活
用
す
る
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。
私
も
あ
の
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
カ
ラ
ー
の
赤
い
ス
ニ
ー

カ
ー
が
欲
し
か
っ
た
の
で
す

が
、
中
止
の
連
絡
を
受
け
て

諦
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
参
加
登
録
を
し

て
い
た
人
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
参
加
時
に
使
用
予
定
だ
っ

た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
キ
ッ
ト
２
回

分
を
頂
い
た
の
と
、
12
月
末

頃
を
目
途
に
、
競
技
会
場
で

使
用
さ
れ
た
装
飾
物
等
を

ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
し
て
製
作

す
る
「
エ
コ
バ
ッ
グ
」
を
記

念
品
と
し
て
郵
送
さ
せ
て
い

た
だ
く
予
定
と
の
連
絡
が
来

ま
し
た
。
活
動
し
て
い
な
い

の
に
記
念
品
だ
け
も
ら
う
の

も
気
が
引
け
ま
す
が
、
こ
れ

は
こ
れ
で
記
念
に
な
る
の

で
、
楽
し
み
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。（
Ｔ
Ｋ
Ｏ
）




